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日本に来て初めての冬休みのことです。会社

から9連休をもらいました。はじめは、大阪に

行くつもりでした。松山より大阪の方が賑やか

だし面白いと思ったからです。でも、お金がな

かったので、しかたなく松山で新年を迎えるこ

とになってしまいました。それでも、とても楽

しみにしていました。インドネシアのニューイ

ヤーと同じだと思っていたからです。インドネ

シアの新年の祝いは、とても面白くて楽しいで

す。みんなが市の中心部に集まります。そこに

はたくさんの屋台があって、コンサートも行わ

れます。一番すばらしいのは零時を越えた時美

しい花火が上がることです。

12月31日の夜、私は友達と松山の街でお祝い

しようと思いました。19：45に寮を出ました。

街に着いておどろきました。その辺りではロー

ソンしか開いていませんでした。他の店は全部

閉まっていました。そして静かで寂しくて人も

あまりいませんでした。私達は自転車で15分ぐ

らい街を回ってみました。でも何も見つけられ

ませでした。それでも私は諦めませんでした。

たぶんどこかにみんな集まっていると思いまし

た。私達はもう一つの賑やかな所に行きまし

た。道後温泉です。夜の空気はますます寒く

なってきていました。それで、道後へ行く前に

ローソンで温かい飲み物を買って温まりながら

行きました。けれども、そこでも同じ状況を見

ました。寂しくて寒いです。なぜ日本の新年は

このようなのだろうとベンチに座わって考えま

した。長い間考えた後、私達はとうとう諦めて

寮に帰ることにしました。

その途中、愛媛大学の近くを通りました。そ

こには大きな神社がありました。そして、そこ

に多くの人が集まっているのを発見しました。

私達も神社に入ろうとしました。その時誰かが

近づいてきました。入ってはだめなのだと思い

ました。しかし、それは全く逆でした。人々は

やさしく歓迎してくれました。

そして、一人のおじいさんが『日本のお正月』

について年末の準備から詳しく教えてくれまし

た。年末、まず日本人は特別な食べ物を作りま

す。『もち』です。しかし、いつもの作り方とは

違います。機械ではなく『きね』と『うす』で

作ります。そして、31日の夜、日本人は『年越

しそば』を食べます。なぜ年越しそばかという

と、年末長い時間準備をして疲れるので楽にな

るように簡単な食べ物を食べるのだそうです。

そして、お祈りに行きます。日本人はその夜一

番願いが叶うと信じています。それだけではな

く鐘を108回打ちます。『じょやの鐘』と言いま

す。

時間を忘れて聞いていました。2時間、経っ

ていました。「いろいろ教えてくれて、ありが

とうございました。おじいさん、また会いま

しょう。」と言って別れました。この夜、いろい

ろな経験を持って帰りました。やはり、違う国

では文化も違うのだと感じました。忘れられな

い初めての日本のお正月でした。
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